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過去最大の引上げ幅となる最低賃金

◆社外で業務をする際の労災保険適用の考え方

◆月給者の最低賃金の確認方法

◆有期契約労働者を雇用する際の注意点



最低賃金の種類と改定
　企業が最低限労働者に支払うことが義務付
けられる最低賃金には、都道府県ごとに定めら
れた「地域別最低賃金」と、特定の産業に従事
する労働者を対象に定められた「特定（産業別）
最低賃金」の2種類がありますが、このうち「地
域別最低賃金」は、毎年10月頃に改定されるこ
とになっています。2023年度について全都道府
県の「地域別最低賃金」が決定しました。

地域別最低賃金と発効日
　2023年度の地域別最低賃金額と発効日は、
下表のとおりとなっています。改定額の全国加
重平均額は1,004円（昨年度961円）となり、
43円の引上げです。これは1978年度に現在の
目安制度が始まって以降で最高額となります。
　なお、最低賃金の地域間格差も課題とされて
いましたが、最高額（1,113円）に対する最低額
（893円）の比率は、80.2％（昨年度79.6％）と
なり、9年連続の改善となりました。
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過去最大の引上げ幅となる最低賃金

都道府県 最低賃金時間額 引上額 発効年月日

改定前 改定後
滋　賀 927 967 40 2023年10月1日

京　都 968 1008 40 2023年10月6日

大　阪 1023 1064 41 2023年10月1日

兵　庫 960 1001 41 2023年10月1日

奈　良 896 936 40 2023年10月1日

和歌山 889 929 40 2023年10月1日

鳥　取 854 900 46 2023年10月5日

島　根 857 904 47 2023年10月6日

岡　山 892 932 40 2023年10月1日

広　島 930 970 40 2023年10月1日

山　口 888 928 40 2023年10月1日

徳　島 855 896 41 2023年10月1日

香　川 878 918 40 2023年10月1日

愛　媛 853 897 44 2023年10月6日

高　知 853 897 44 2023年10月8日

福　岡 900 941 41 2023年10月6日

佐　賀 853 900 47 2023年10月14日

長　崎 853 898 45 2023年10月13日

熊　本 853 898 45 2023年10月8日

大　分 854 899 45 2023年10月6日

宮　崎 853 897 44 2023年10月6日

鹿児島 853 897 44 2023年10月6日

沖　縄 853 896 43 2023年10月8日

都道府県 最低賃金時間額 引上額 発効年月日
改定前 改定後

北海道 920 960 40 2023年10月1日

青　森 853 898 45 2023年10月7日

岩　手 854 893 39 2023年10月4日

宮　城 883 923 40 2023年10月1日

秋　田 853 897 44 2023年10月1日

山　形 854 900 46 2023年10月14日

福　島 858 900 42 2023年10月1日

茨　城 911 953 42 2023年10月1日

栃　木 913 954 41 2023年10月1日

群　馬 895 935 40 2023年10月5日

埼　玉 987 1028 41 2023年10月1日

千　葉 984 1026 42 2023年10月1日

東　京 1072 1113 41 2023年10月1日

神奈川 1071 1112 41 2023年10月1日

新　潟 890 931 41 2023年10月1日

富　山 908 948 40 2023年10月1日

石　川 891 933 42 2023年10月8日

福　井 888 931 43 2023年10月1日

山　梨 898 938 40 2023年10月1日

長　野 908 948 40 2023年10月1日

岐　阜 910 950 40 2023年10月1日

静　岡 944 984 40 2023年10月1日

愛　知 986 1027 41 2023年10月1日

三　重 933 973 40 2023年10月1日

表　2023年度の地域別最低賃金 （単位：円）
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労災保険の概要
　従業員の仕事中や通勤中のケガや病気は、
原則として、労災保険から被災した従業員やそ
の遺族に対し、必要な保険給付が行われます。
　仕事中に被災したときには「業務災害」、通
勤中に被災したときは「通勤災害」として分け
て扱われます。両者の給付内容に大きな違いは
ありませんが、業務災害の一部には労働基準法
における解雇制限が設けられています。

出張の取扱い
　社内（事業場の施設内）で業務をするほか、
出張として、会社の指示により社外（事業場の
施設外）で業務をすることもあります。社外で業
務をしているときにケガや病気になったときに
は、原則として業務災害として取り扱われます。
　なお、社外での業務中に、積極的な私的行為
を行うといった特段の事情がある場合には、そ
もそも労災保険の給付の対象として扱われま
せん。

直行・直帰の取扱い
　出張の中には、遠方の客先等に訪問するよう
な場合を中心に、会社からの指示に基づき、自
宅から客先などに直接赴き（いわゆる「直行」）、
または客先から直接帰宅する（いわゆる「直帰」）
こともあります。
　このような直行・直帰の際にケガをしたり、病
気になったりしたときには、どこを業務の開始
や終了として扱うかわかりづらいものです。
　これについては、自宅を出発したときから自
宅に帰るまでの全体を業務としてとらえ、その
期間のケガや病気は、原則としてすべて業務災
害として扱うことになっています。
　ただし、例えば、帰宅途中に、業務とは関係な
い飲食を長時間にするといった私的行為があ
るようなときは、その私的行為中と私的行為後
のケガや病気は労災保険の給付の対象となり
ません。
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社外で業務をする際の労災保険
適用の考え方
新型コロナウイルス感染症（以下、「新型コロナ」という）の拡大により、オンラインで会議をした
り、オンライン研修を受けたりすることが増えました。一方で、新型コロナが5類相当に移行した
ことで、新型コロナ前のように社外での対面による商談等も増えてきています。そこで、社外でケ
ガをしたり、病気になった場合の公的保険の取扱いについて確認しておきます。

本来、労災保険から給付を受けるべきところを、健康保険証を医療機関で提示し、診療を受け
てしまうこともあります。特に社外で活動しているときは、医療機関でも仕事中の被災なのかを
把握しづらいため、従業員にどのような場合に労災保険の給付の対象になるのか、あらかじめ周
知することで誤った対応をしないようにしておくとよいでしょう。

社会保険労務士佐藤秀樹事務所
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月給者の最低賃金の確認方法
このコーナーでは、人事労務管理で問題になるポイントを、
社労士とその顧問先の総務部長との会話形式で分かりやすくお伝えします。

総務部長

今年度の最低賃金はどの都道府県についても、39円以上の引上げとなりましたね。昨
年、高卒で入社した従業員の賃金が最低賃金を下回るのではないかと気になっています。
確認方法を教えてもらえませんか。

最低賃金の対象となる賃金は、毎月支払われる基本的な賃金とされています。すべての手
当を含めるわけではなく、実際に支払われる賃金から以下の①～⑥の賃金を除外したも
のが、最低賃金の対象となる賃金になります。
① 臨時に支払われる賃金（結婚手当など）
② 1ヶ月を超える期間ごとに支払われる賃金（賞与など）
③ 所定労働時間を超える時間の労働に対して支払われる賃金（時間外割増賃金など）
④ 所定労働日以外の労働に対して支払われる賃金（休日割増賃金など）
⑤ 午後10時から午前5時までの間の労働に対して支払われる賃金のうち、通常の労働
時間の賃金の計算額を超える部分（深夜割増賃金など）

⑥ 精皆勤手当、通勤手当および家族手当

⑥の精皆勤手当は対象にならないのですね。

はい、精皆勤手当の一般的な取扱いは、すべての労働日を出勤した場合に支給されるも
ので、支給されることが必ず約束されているわけではないため、対象外になります。

はい。それで問題ありませんが、実務上、最低賃金を下回っていないかの確認やミス防止を
考えると、9月16日に前倒しして金額を変更しておくことも考えられます。今回は、大幅な引
上げが予想されるため、最低賃金を下回る人がいないか、確実に確認をお願いします。

①最低賃金の対象となる賃金は、毎月支払われる基本的な賃金であるが、例えば精皆 
　勤手当のように除外する賃金が定められている。
②発効日が賃金計算期間をまたぐ場合、発効日以降に働く時間について最低賃金を下 
　回らないようにする必要がある。

なるほど。割増賃金の計算の基礎には精皆勤手当が含まれるので、最低賃金の計算に
は含まれないことが意外でした。

なるほど、そうかもしれません。実際の最低賃金の計算は、この対象となる賃金の合計を
1ヶ月の平均所定労働時間で割り、最低賃金額と比較します。1ヶ月の平均所定労働時
間は「1年間の所定労働時間÷12ヶ月」で算出します。
当社は、1日8時間、年間の所定労働日数は240日です。1ヶ月の平均所定労働時間は、
「8時間×240日÷12ヶ月＝160時間」で確認するということですね。1点確認ですが、
当社の賃金計算期間は16日から翌月15日ですが、例えば発効日が10月1日の場合、10
月1日以降から最低賃金を下回らないようにするという理解でよいでしょうか。

社労士

ONE 
POINT

社会保険労務士佐藤秀樹事務所



契約締結時の労働条件の明示
　有期契約労働者と労働契約を締結する際に
は、労働契約期間とあわせて、契約更新の有無
と更新する際の判断基準を明示する必要があ
ります。更新の判断基準については、例えば以
下のようなものが挙げられます。

　労働条件通知書が実態とあった内容となって
いるかを確認し、必要に応じ見直しをしましょう。

雇止めにおける手続き
　労働契約を更新してきた有期契約労働者を、
現在の労働契約をもって更新せずに終了する
「雇止め」を行う場合には、契約期間が満了する
少なくとも30日前までに伝える必要があります
（雇止めの予告）。この雇止め予告の対象は、以
下のいずれかに該当する人です。
① 有期労働契約を3回以上更新している人
② 1年以下の契約期間の労働契約を更新し、

1年を超えて雇用している人

③ 最初から1年を超える契約期間の労働契約
を締結している人

　なお、現在の労働契約をもって契約更新をし
ない旨が明示されている場合は、この雇止め予
告を行う必要はありません。

雇止めに係る証明
　雇止めの予告をした後に、有期契約労働者
が雇止めの理由について証明書を請求した場
合、会社は遅滞なくこの証明書を交付する必要
があります（雇止めの理由の明示）。また、雇止
めの後についても、有期契約労働者から請求
があれば証明書の交付が必要です。
　明示する雇止めの理由は、契約期間の満了と
は別の具体的な理由とすることが必要です。例
えば以下のようなものが挙げられます。
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有期契約労働者を雇用する際の
注意点
期間の定めのある労働契約（有期労働契約）については、契約更新を繰り返し、一定期間雇用を
していたにも関わらず、突然、契約更新をせずに期間満了をもって退職させるなどして、トラブルに
なることが少なくありません。以下では、有期契約労働者を雇用する際の注意点をとり上げます。

雇止めに関するトラブルを防ぐために、労働条件通知書に契約更新の判断基準を明示すること
と併せて、雇入れ時や契約更新時に、会社から有期契約労働者に対して、どのような契約内容
かを分かりやすく説明しておくことが望まれます。

• 契約期間満了時の業務量により判断する
• 労働者の勤務成績、態度により判断する
• 労働者の能力により判断する
• 会社の経営状況により判断する
• 従事している業務の進捗状況により判断する

• 前回の契約更新時に､ 本契約を更新しな
いことが合意されていたため

• 契約締結当初から､ 更新回数の上限を設
けており､ 本契約はその上限に係るもので
あるため

• 担当していた業務が終了・中止したため
• 事業縮小のため
• 業務を遂行する能力が十分ではないと認め
られるため

• 職務命令に対する違反行為を行ったため

社会保険労務士佐藤秀樹事務所
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4割以上が賃上げを実施
　上記調査結果から今年1月から6月に賃金引
き上げを実施した事業所（以下、賃上げ事業所）
の割合をまとめると、表1のとおりです。
　　

　産業計は43.5％となりました。産業別にみる
と、学術研究, 専門・技術サービス業が50％を
超えています。製造業とサービス業（他に分類さ
れないもの）も40％を超えました。
　前年からの増減では、産業計が6.6ポイント
増加しました。産業別では製造業の10.0ポイン
トの増加をはじめ、すべての産業で前年より高
い割合になっています。
　なお、賃上げ事業所以外の状況について産
業計の結果をみると、 1月から6月に賃金引き
下げを実施した事業所割合は0.7％、 7月以降
も賃金改定を実施しない事業所が38.4％、7
月以降に賃金改定を実施する予定の事業所が
17.4％となっています。 7月以降に賃金改定を
実施する予定の事業所もあることから、賃上げ
事業所の割合はさらに高まるでしょう。

改定率は4％に
　次に賃上げ事業所の平均賃金改定率をまと
めると、表2のとおりです。
　

　産業計の平均賃金改定率は4.3％でした。産
業別にみると、生活関連サービス業, 娯楽業の
5.3％が最も高く、すべての産業で4％以上にな
りました。
　前年からの増減では、産業計が0.8ポイント
増加しました。産業別では生活関連サービス業, 
娯楽業が1.3ポイント、卸売業，小売業が1.2ポ
イントと1ポイントを超えました。宿泊業，飲食
サービス業以外は前年から増加という状況で
す。

賃金上昇率は2％台に
　ここからは労働者の1時間当たり賃金と賃
金上昇率をみていきます。
　一般労働者とパートタイム労働者の別に、6
月の1時間当たり賃金と賃金上昇率をまとめる
と、次頁表3のとおりです。

中小企業の賃金上昇率は2％台に
8月に今年の中小企業の賃金改定状況に関する調査結果※が発表されました。ここではその結
果から、賃金を引き上げた事業所の状況をみていきます。

改定率 増減
産業計 4.3 0.8
製造業 4.2 0.7
卸売業，小売業 4.4 1.2
学術研究, 専門・技術サービス業 4.8 0.8
宿泊業，飲食サービス業 4.5 -0.1
生活関連サービス業, 娯楽業 5.3 1.3
サービス業 （他に分類されないもの） 4.2 0.5

厚生労働省「令和5年賃金改定状況調査結果」より作成

【表2】 賃上げ実施事業所の平均賃金改定率
（％、ポイント）

割合 増減
産業計 43.5 6.6
製造業 45.1 10.0
卸売業，小売業 39.7 7.0
学術研究, 専門・技術サービス業 51.0 7.8
宿泊業，飲食サービス業 34.6 6.0
生活関連サービス業, 娯楽業 34.1 8.7
サービス業 （他に分類されないもの） 42.1 2.3

厚生労働省「令和5年賃金改定状況調査結果」より作成

【表1】 2023年1～6月に賃上げを実施した事業所割合
（％、ポイント）

社会保険労務士佐藤秀樹事務所
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○一般労働者の状況○一般労働者の状況

　2023年6月の1時間当たり平均賃金をみ
ると、産業計は1,604円となりました。産業別
にみると、学術研究, 専門・技術サービス業が
1,818円で最も高くなりました。次いで、サービ
ス業（他に分類されないもの）と卸売業，小売
業が1,600円を超えています。
　前年からの増減をみると、産業計は32円増
加しました。産業別でも、すべての産業で30円
以上増加しています。 中でもサービス業（他に分
類されないもの）が38円、学術研究, 専門・技
術サービス業が37円と高くなっています。
　2023年の賃金上昇率は産業計が2.0％でし
た。産業別ではサービス業（他に分類されない
もの）の2.3％が最も高く、卸売業，小売業を除
くほかの産業で2％以上となりました。
　前年からの増減では、産業計が0.5ポイント
増加し、産業別でもすべての産業が前年を上
回っています。中でも生活関連サービス業, 娯楽
業と、サービス業（他に分類されないもの）は1
ポイント以上増えました。

○パートタイム労働者の状況○パートタイム労働者の状況

　2023年6月の1時間当たり賃金は産業計で
1,165円でした。産業別では、学術研究, 専門・
技術サービス業が1,321円で最も高く、サービ
ス業（他に分類されないもの）が1,249円で続
いています。
　前年からの増減では、すべての産業で増加し
ていますが、学術研究, 専門・技術サービス業が
38円で最も高い一方、生活関連サービス業, 娯
楽業は15円の増加にとどまりました。
　2023年の賃金上昇率は産業計が2.1％で、
産業別では学術研究, 専門・技術サービス業が
3.0％で最も高くなりました。サービス業（他に
分類されないもの）は1.5％上昇したものの、唯
一前年の上昇率を下回りました。その他、一般
労働者の賃金上昇率を超える割合となった産
業もみられます。

　地域別最低賃金の増額改定が続き、賃上げ
を実施する中小企業が増えています。今年度も
大幅増額改定が見込まれ、今後も賃上げを実
施する中小企業は少なくないものと思われま
す。

※厚生労働省「令和 5年賃金改定状況調査結果」
　全国の民営事業所のうち、常用労働者数が 30人未満の企業に属し、1年以上継続して事業を営んでいる事業所を対象にした、2023年（令和 5年）6月分
の賃金についての調査結果です。詳細は次の URLのページから確認いただけます。
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&toukei=00450201&bunya_l=03&tstat=000001021951

厚生労働省「令和5年賃金改定状況調査結果」より作成

一般労働者 パートタイム労働者

1時間当たり賃金額 賃金上昇率 1時間当たり賃金額 賃金上昇率

2022年
6月

2023年
6月 2022年 2023年 2022年

6月
2023年

6月 2022年 2023年

産業計 1,572 1,604 1.5 2.0 1,141 1,165 1.5 2.1
製造業 1,535 1,567 1.5 2.1 1,051 1,073 2.1 2.1
卸売業，小売業 1,634 1,665 1.1 1.9 1,104 1,127 1.5 2.1
学術研究, 専門・技術サービス業 1,781 1,818 1.6 2.1 1,283 1,321 0.6 3.0
宿泊業，飲食サービス業 1,344 1,374 1.4 2.2 1,056 1,085 1.5 2.7
生活関連サービス業, 娯楽業 1,380 1,410 1.1 2.2 1,076 1,091 0.3 1.4
サービス業 （他に分類されないもの） 1,632 1,670 1.0 2.3 1,230 1,249 2.7 1.5

【表3】 一般労働者とパートタイム労働者の1時間当たり平均賃金と賃金上昇率 （円、％）

社会保険労務士佐藤秀樹事務所



今月は地域別最低賃金額の改定が行われます。大幅な引き上げが予定されていますので、最低
賃金を下回る従業員がいないかを確認するようにしましょう。

　年に1度、健康保険の被扶養者が要件を正しく満たしているか、事業所に対して一斉調査が行われます。時期や調査方
法は保険者によって異なりますが、中小企業の多くが加入する全国健康保険協会（協会けんぽ）では10月から11月にこの
調査が行われます。協会けんぽから送られる被扶養者状況リストをもとに、被扶養者の収入等の状況を確認するようにしま
しょう。

　労働保険の概算保険料は、年度更新の際に延納申請すると3期に分割して納付することができます。今月は口座振替を
利用しない場合の第2期分の納付期限です。

　4月入社の新入社員の年次有給休暇は通常10月より付与されますので、忘れずに新入社員の年次有給休暇管理を開始
しましょう。

　業務災害が発生した場合、 「労働者死傷病報告」を労働基準監督署に提出しなければいけません。業務中の軽度の事故・
疾病が原因で休業日数が1～3日ある場合は、暦年の四半期ごとにまとめ、翌月（4･7･10･1月） 末までに届ける必要があ
ります。今月は7月から9月分の報告となります。
　なお、 4日以上の場合は、個々のケースごとに報告が必要なので注意しましょう。

　年末にかけての年度後半は、賞与資金など大きな支出の他に、様々な諸経費も増える時期です。資金繰りは大丈夫ですか？
下期の資金計画をたてましょう。
　資金繰りには売掛金の回収促進や在庫などの管理が重要です。場合によっては、買掛金の支払いなどの遅延が発生してし
まい、信用を失う可能性もあります。
　未収債権の把握をし、滞留しているものがあれば営業担当者などに回収を促します。

　定時決定により、 9月からは新たに改定された社会保険料が適用されますが、従業員からの社会保険料の控除を翌月に
行っている場合、 10月から控除することになります。

　今月より地域別最低賃金額が変わります。各都道府県によって適用となる日にちが異なっていますので、金額および発効
日を確認しておきましょう。

各都道府県で地域別最低賃金額が変わります

定時決定の反映と新しい保険料率による控除

健康保険の被扶養者の資格確認調査

労働保険料第2期分の納付 （延納申請した場合）

年次有給休暇の付与

労働者死傷病 （軽度） 報告提出

年末にかけての資金繰り計画06

05

04

07

03

02

01

お仕事備忘録　WOR K R EMINDER
10月号 / 2023

社会保険労務士佐藤秀樹事務所



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


